
 

 

  

                  どんなお金持ちも、美男美女も、頭のいい人も、そうでない人と同じように経験しな

ければならないのが、「死ぬこと」です。初めからちょっとドキっとさせちゃいました

か？医師という仕事柄、多くの場面に遭遇しましたが、いつか自分にも起こることな

のです。最近、本屋に行くと「死」についての本が多く見られ、ちょっとしたブーム

の様相です。幼児向けの絵本でも優しい死神が、死について丁寧に説明してくれます。

こんな小さな子供にまで、こんなことを教えなければいけないのかな、とも思いまし

たが、年齢に関係なく身近な人の死の悲しみを受け入れ生きて行かねばなりません。

「悲しみを乗り越える勇気」と平井堅の歌にもありました。 

               日本人は、ほとんどの人が無宗教に近いのに対して、アメリカ人はどんなに不真面目

でとんでもない奴と思っていた人も、「私は神の存在を信じる」と、そして「自分は死

んで必ず天国に行く」と言っていました。それを聞いて私は軽い笑みを浮かべてしまい

ましたが、逆に怖い顔で睨まれました。その後も、何人かのアメリカ人に「神を信じて

いるのか、天国はあるのか」と聞きましたが、皆迷わず「信じている」と即答していま

した。教会に行かずに飲んだくれて馬鹿騒ぎをしている学生でさえもです。この神を信

じる心が、「死ぬこと」に対する恐怖、悲しみを和らげているかもしれません。 

一方、日本人は「死ぬこと」を考えるのはタブー視しているように思われます。「死ぬこと」を考えるのは、その対

局にある「生」を真剣に考えることに繋がります。宗教を介する必要はありませんが、「死ぬこと」と「生の尊さ」を

普段よりもう少し身近に考えていても良いかもしれません。 

先ほどの絵本では、病気で寝ているおばあちゃんの所へ来た死神を、孫達はコーヒーを入れてもてなします。できれ

ばこのまま死神には帰ってもらおうと。優しい死神は、孫達に「死は特別な物では無い」こと、「死ぬことがなかった

ら、生きているということは大事なことでなくなる」こと、そして「悲しみとして受け止めて泣いてもいいこと」を教

えてくれました。今更ながらふむふむと感心してしまいました。また、話が変わって恐縮ですが、あの「セカチュウ（世

界の中心で愛を叫ぶ）」は、映画化され話題になっていましたが、私は観て不覚にも泣いてしまいました。高校生カッ

プルの女の子が不治の病で死んでしまい男の子は心に深い傷を負うのです。彼は嫌でも「死ぬこと」について考えたで

しょう、そして乗り越えていったのです。悲しいけど人間として優しくなれたのではないでしょうか。最近、自殺や殺

人など理解に苦しむ行動が日本の中にも多くなっています。私も含めて、もう一度「死ぬこと」と「生の尊さ」につい

て考えてみませんか。 

Merry Christmas ＆ Happy New Year!!!
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                                              『  泣 い て も い い の？ 』

呼吸器ｾﾝﾀｰ  
助教授 

笠原 慶太 

寒さがいちだんと厳しくなって来ましたが、皆様いかがお過ごしで

すか？寒さが厳しくなって来ると、恋しくなる料理のひとつが鍋料

理です。忘年会、新年会でよく出され、いろいろな具が入り美味し

くて楽しいちゃんこ鍋ですが、相撲界では「ちゃんこ」とは単に食

事のことで、ちゃんこ食べに行こうと誘えば、それは食事に行こう

という意味だそうです。「ちゃん」の本来の意味は、お父さんとか、

おっさんだそうです。昔、相撲部屋の料理番は力士あがりの年長者

だったので、食事のことを「ちゃん」といい、転じて「ちゃんこ」

と呼ぶようになったそうです。ところで年末年始、お酒の席が多く

なっていると思いますが飲み過ぎ、食べ過ぎにご注意ください。 
広報委員会 委員 守屋 克之

□ロビーコンサートのお知らせ 

 １２月２６日(月) １８：５０～ 中川順子さん・鈴木さん  うたの演奏会 

  １月１２日(木) １９：００～ 道 四郎さん   ピアノ演奏会 

  １月２０日(金) １９：００～ 小野美恵さん   うたの演奏会 
 

 中央棟 1階会計前ロビーにて開催いたします。３０分間の演奏会です。是非お越しください。 

 今回は、開始時間が異なっている会がございます。ご注意ください。 

 
□休診のお知らせ 

 １２月２９日(木)～１月３日(火)は、年末年始のため、休診となります。 

 お見舞い等来院された際の入館は、中央棟地下１階時間外出入り口からとなります。ご注意ください。 

 

□レストラン・売店の年末年始の営業時間のお知らせ 

  年末年始に伴い営業時間が変更(短縮営業･休業)となります。ご注意ください。 

  レストラン･･･12 月 29 日(木)11:00～16:30／17:00～20:00  

12 月 30 日(金)11:00～18:30  

12 月 31 日(土)～1 月 1 日(日) 休業 

         1 月 2 日(月)～3 日(火)11:00～15:30   

1 月 4 日(水)8:00～10:00／11:00～14:30  5 日(木)～平常営業 

  売 店･･･････12 月 29 日(木)～30 日(金)および 1月 3日(火)9:00～17:00 

         12 月 31 日(土)～1 月 2 日(月) 10:00～16:00 4 日(水)～平常営業 

日々患者さまより頂きましたご意見･ご要望に関しては関連する部署の責任者に報告しております。改善すべき点や取り

入れたほうが良いことなど出来る限り対応したいと考えております。ご意見の中で特に早急な対応が必要なこと、多くの

方が希望していることを優先に対応したいと考えております。もちろん少数意見も対応させて頂いております。 
前回に引き続き、今までのご意見の中で多くいただいたものや最近よくいただくご意見･ご要望を中心に改善策を掲載さ

せていただきました。掲載されていない内容についても対応しておりますのでご了承ください。 
今後もお気付きの点やご要望をお聞かせください。                    (※＝進捗報告) 

ご意見・ご要望 改善等 

駐車料金について 

『30 分で出られないため 300 円かかってしまった。診療待ちの為 300 円以上支払いが発

生してしまった。』とのご意見をいただきました。 

当院での駐車料金は 3時間 300 円、以後１時間以降は 300 円の加算となっております。

診察・会計・手続き等の時間がかかってしまったことによる駐車料金の減免は行っており

ません。複数診療科の受診や時間のかかる処置・検査等がない場合は、予約を取っていた

だければ会計までにほとんどが3時間で終了しております。駐車料金30分無料については、

間違って駐車場に入ってしまった場合、患者様のご家族が送迎の乗降の際に駐車場を利用

した場合に駐車利用金が発生しないように設定されたものです。 

料金等をご理解の上ご利用していただけますようお願いいたします。また、平日午前中

に満車となる日がございます。出来る限り公共交通機関をご利用していただけますようお

願いいたします。 

選択メニューについて 

『「当院では予め決められた日に複数(A・B)のメニューからお好みの食事を選んで頂いて

おります」と書かれていましたが、選べませんでした』とのご意見をいただきました。 

当院の選択メニューは A・Bの 2つメニューから選択できるようになっていますが、メニ

ュー選択を月曜日と木曜日の夕食時に行っております。月曜日に金、土、日、月分、木曜

日に火、水、木分の選択を実施しており、短期入院の場合、入院して何日間かはメニュー

を選択できません。材料の発注等運用上の問題から現時点では入院初期時よりメニュー選

択をしていただく為の対応が困難でございます。患者様からのご意見として今後の改善の

目標にさせていただきます。 

 



 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 １１月１２日(土)、昭和大学公開講座を開催いたしました。今回は『冠動脈インターベ

ンション』(演者:循環器センター落合正彦教授)と『のどのがんのおはなし』(演者:耳鼻咽

喉科門倉義幸講師)の２つの内容で開催いたしました。 

 『冠動脈インターベンション』では、心臓血管の手術となった場合、開胸手術となると

患者さまにかかる負担が大きいため、負担の少ないカテーテルを使用した血管の再建のお

話を中心に進みました。スイスで始まったこの手技ですが、現在では、日本が世界一であ

り、器具の開発の中心も日本であること、動画を用いてどのような手術なのかを紹介いた

しました。続いて『のどのがんのおはなし』では、「頭頸部がんは男性ばかり？ うそ？ほ

んと？」といったクイズ形式で進みました。喫煙による害を中心に、受動喫煙の害や喫煙

によるがん以外の疾患等の説明がありました。がんの予防策は禁煙とともにきちんとした

食生活と適度な運動が紹介されました。健康オタクになることががん防止の秘策と、講演

会は終了となりました。 

 今後も引き続き、講演会に参加された方のアンケートをもとに、希望の多かった演題を

参考にして公開講座等の企画をして進めて行きます。次回の開催の詳細が決定しましたら、

病院だより等でご案内いたします。 

2005 年 10 月統計データ( )内は 1 日平均 

外来患者数 30,454 人(1,218.2 人) 入院患者数 17,850 人(575.8 人) 救急車搬送件数 395 人(12.7 人) 手術件数件481件(24.1件) 

 2005 年 11 月統計データ( )内は 1 日平均 

外来患者数 30,455 人(1,324.1 人) 入院患者数 17,532 人(584.4 人) 救急車搬送件数 441 人(14.7 人) 手術件数件461件(24.3件) 

月 火 水 木 金 土  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 
医局員 

(初再診) 
医局員 
(初診) 

鹿間裕介 
(再診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

鹿間裕介 
(再診) 

神尾義人 
(再診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

 笠原慶太 
(再診) 

医局員 
(初診) 

 中神和清 
（再診） 

 笠原慶太 
(再診) 

高宮有介 
(再診) 

北見明彦 
(再診) 

大眉寿々子 
(再診) 

 
呼吸器ｾﾝﾀｰ 

北見明彦(再)  中島宏昭(初)    医局員(初) 松田正典(再) 中島宏昭(再) 中島宏昭(再)  
医局員(初) 大塚和朗 田中淳一  請川淳一 請川淳一 井上晴洋 井上晴洋 大塚和朗 大塚和朗 土曜初診１ 

小林泰俊 小林泰俊 医局員  松下達彦 松下達彦  永田浩一 為我井芳郎 
(第 1) 

 日高英二 

春日井尚   加藤博久 医局員(初)  笹島圭太 笹島圭太 医局員(初) 鎮西 亮 里舘 均 
佐藤嘉高 

(第 2,4 週) 
佐藤嘉高 

(第 2,4 週) 
樫田博史 樫田博史 岩下方影 

(第 2) 
 医局員(初) 山村冬彦    

山村冬彦 山村冬彦 工藤進英 笹島圭太 石田文生 小鷹紀子 樫田博史 新谷 隆 石田文生 石田文生 土曜初診２  

消化器ｾﾝﾀｰ 

    三並 敦   工藤進英 
（特殊診） 

三並 敦 三並 敦  

緒方信彦 中島邦喜 落合正彦  小原千明 岡田良晴 荒木 浩  芦田和博 加藤源太郎 医局員 循環器ｾﾝﾀｰ 
  磯村直栄  大動脈外来     西巻博(第 3)  

メンタルケア(初) 工藤行夫  吉益晴夫  松丸憲太郎  秋元洋一  堀 宏治  西岡玄太郎 
メンタルケア(再) 真田建史  秋元洋一  西岡玄太郎  吉益晴夫  工藤行夫  松丸憲太郎 
メンタルケア(再) 池澤 聰  太田晴久  山本英樹  長井友子  青山 洋  小城幸乃 

メンタルケア(再) 谷 将之  医局員  工藤謙太郎 松丸憲太郎 
(物忘れ外来) 

医局員    医局員 

内科(緩和ケア)          中村明央  

内 科(23-2) 山田真帆(2,4 
(内科消化器) 

山本真寛 
(一般内科) 

  菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

  菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

 菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

内 科(23-3) 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

高橋 健 
(内科腎臓) 

衣笠えり子 
(内科腎臓) 

 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

衣笠えり子 
(内科腎臓) 

坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

山本真寛 
(一般内科) 

川崎仁志 
(内科神経) 

医局員 

内 科(23-5) 坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

三代川章雄 
(内科消化器) 

 福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

 三代川章雄 
(内科消化器) 

内 科(25-1) 稗田宗太郎 
(内科神経) 

  中山文義(腎) 
(第1火休診)

稗田宗太郎 
(内科神経) 

 滝西安隆 
(一般内科) 

   滝西安隆 
(内科一般) 

内 科(25-2)  井上 穣   木村 聡 
(内科・感染症) 

    
 

 医局員 

内 科(25-3) 田口 進 
(内科消化器) 

 田口 進 
(内科消化器) 

田口 進 
(内科消化器) 

  田口 進 
(内科消化器) 

 田口 進 
(内科消化器) 

 渡邉浩之 
(一般内科) 

内 科(25-5) 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

冨田高重(第 1
(内科消化器) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

内 科(25-6) 吉田典世 
(一般内科) 

三上哲弥 
(内科消化器) 

三上哲弥 
(内科消化器) 

吉田典世 
(一般内科) 

  緒方浩顕 
(内科腎臓) 

 三上哲弥 
(内科消化器 

 緒方浩顕 
(内科腎臓) 

内 科(25-7)  内田奈名子 
(一般内科) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

内田奈名子 
(一般内科) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

 辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

小 児 科 野中善治 神経外来 梅田 陽 乳児検診 北澤重孝 心臓外来 野中善治 
成育外来 

ｱﾚﾙｷﾞｰ外来 梅田 陽 乳児検診 医局員 

小 児 科 曽我恭司 予防接種 曽我恭司 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 梅田 陽 腎臓外来(1,3) 曽我恭司 口腔発達(2,3) 京田学是 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 医局員 
小 児 科 高野忠将  野中善治 血液内科(4) 京田学是 心理相談 松岡 孝 心理相談 高野忠将 上村茂(心臓) 医局員- 

小 児 外 科  杉山彰英  大橋祐介  五味 明  大橋祐介  五味 明 
杉山彰英(奇) 
真田 裕(偶) 

皮膚科（初 16-3） 宋 寅傑  濱口太造  島田洋子  濱口太造  宋 寅傑  医局員 
皮膚科（再 16-1） 濱口太造  宋 寅傑  濱口太造  島田洋子  島田洋子 光線療法外来  
皮膚科（再 16-2①） 佐々木雅美 外科手術 佐々木雅美 外来手術 佐々木雅美 外科手術  外来手術 佐々木雅美 外来手術 医局員 

皮膚科（再 16-2②） 松村卓美  松村卓美    松村卓美  松村卓美   

外 科 中村明央  新井一成  新井一成  新井一成  中村明央 
 
 

中村(奇) 
新井･山﨑(偶) 

外 科   福成信博  山﨑智己   井関雅一(偶) 福成信博 岩波正英(偶) 黒井克昌 
（偶土のみ） 

形成外科 大塚尚治 美容外科 山本真理子  神崎温子 ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ外来 [手術日]  大塚尚治  
大塚(奇) 
神崎(偶) 

脳神経外科 
（初再診） 池田尚人 (診断書外来) 医局員  池田尚人 退院後外来 飯田昌孝  池田尚人  

飯田昌孝 
池田尚人(偶) 

脳神経外科 
（再診）   

池田尚人 
飯田昌孝        池田尚人(奇) 

整形外科 
医局員 

(初診外来) 医局員 西山嘉信 医局員 逸見範幸 医局員 西山嘉信 医局員 逸見範幸 医局員 医局員 

整形外科 松久孝行 ギブス診 
予約のみ 

古梶正洋  松久孝行 ギブス診 
予約のみ 

古梶正洋  定方博史  医局員 

整形外科 川崎恵吉  齋藤 元  定方博史  川崎恵吉  齋藤 元   

産婦人科  
初診(12-7) 

鈴木紀雄(奇) 
安藤直子(偶) 

 
高橋 諄 

(苅部瑞穂) 
 

高橋 諄 
(御子柴尚郎) 

 
小塚和人 

(近藤哲郎) 
 小川公一  医局員 

産婦人科  
産科Ⅰ(12-1) 

近藤哲郎  小川公一  栗城亜具里  安藤直子  鈴木紀雄   

産婦人科  
産科Ⅱ(12-6) 

高橋 諄 
苅部瑞穂 

  特殊診 
予約のみ 

  御子柴尚郎   特殊診 
予約のみ 

 

産婦人科  
婦人科Ⅰ(12-8) 

小川公一  鈴木紀雄 特殊診 
予約のみ 

近藤哲郎  高橋 諄  安藤直子 特殊診 
予約のみ 

医局員 

産婦人科  
婦人科Ⅱ(12-6) 

  苅部瑞穂  御子柴尚郎    栗城亜具里   

泌尿器科 
（初診 11-1） 

佐々木春明 
椎木(検査) 
予約のみ 

椎木一彦  深澤 立 
深澤(検査) 
予約のみ 

青木慶一郎 
鈴木俊一 
(再診) 

島田 誠 
菅原 草 
（再診） 

 

泌尿器科 
（再診 11-3） 

島田 誠 島田(女性外来 
予約のみ 

深澤 立  青木慶一郎 青木(検査) 
予約のみ 

椎木一彦 麻生太行 佐々木春明 佐々木春明 
(男性外来予約) 

医局員 
(初再診) 

泌尿器科 
（検査 11-5） 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 

眼 科 玉井裕子 特殊診(玉井 小池正直 特殊診(中村 玉井裕子  小池正直 特殊診(小池 玉井裕子  
小池正直(奇) 
中村 徹偶) 

眼 科 中村 徹  中村 徹 特殊診(小倉 小倉寛嗣  小倉寛嗣 特殊診(小倉 中村 徹 特殊診(中村 玉井裕子(奇) 
岡田法子(奇) 

眼 科 岡田法子 特殊診(岡田 岡田法子    岡田法子 特殊診(岡田 小倉寛嗣  小倉寛嗣(偶) 

耳鼻咽喉科 
13-2① 

門倉義幸 
(初診) 

腫瘍甲状腺外来 
予約のみ 

石田 良 
(初診)  

医局員 
(初診) 

東洋医学外来 
予約のみ 

柳/徳丸 
(初診) 

いびき外来 
予約のみ 

医局員 
(初診) 

 医局員 
(初診) 

耳鼻咽喉科 
13-2② 

徳丸岳志 
(再診) 

  ﾚｰｻﾞｰ外来 
予約のみ 

  門倉義幸 
(再診) 

    

耳鼻咽喉科 
13-3 

柳裕一郎 
(再診) 

 柳裕一郎 
(再診) 

小児外来 
予約のみ 

  石田 良 
(再診) 

    

耳鼻咽喉科 
13-5 

油井健史 
(再診) 

 島本久美子
(再診) 

  補聴器外来Ｋ 
予約のみ 

 補聴器外来 
予約のみＮ 

歯科装具 
予約のみ 

  

         ◎ 放射線治療の外来日は、月火木金:  馳澤憲二医師です。  
         ◎ リハビリ科外来日は、 火曜日午後: 真野英寿医師です。 

外来予定は都合により変更する場合がございますのでご了承ください。             平成 17 年 12 月 1 日改訂 
西棟４階 講堂

【配置転換】  □ 里舘 均（救急センター⇒消化器センター） □ 新谷 隆（消化器センター⇒救急センター）

【長期出張】  □ 乾 正幸（消化器センター）        □ 和田 祥城（消化器センター）       

        □ 林 武雅（消化器センター）        □ 大野 恭史（内 科） 

11/30 付【11/1～11/30】

 みなさん、ご存知ですか？厚生労働省は１１月２５日を含む前後１週間を『医療安全推

進週間』と定めています。今年は１１月２１日(月)~２７日(日)の１週間でした。そこで、

当院でも医療安全推進週間の運動の一環として、特別講演会を開催いたしました。 
 藤が丘病院より医療安全対策室長である鈴木龍太先生を講師としてお招きし、「どうして

藤が丘病院で事故が起こったのか ～事例から学ぶ医療安全～」という演題で講演会を開

催しました。同じ昭和大学の附属病院であり、同じ横浜市内の病院であり、また取り上げ

られた事例については聞き知っている部分があり、参加者にはとても現実味のある講演内

容でした。事件後、藤が丘病院全体が医療安全に取り組む体制がどのように変化したのか、

体制の見直しとその遵守、職員の意識の変化等について講演頂き、北部病院でも藤が丘病

院の医療安全管理マニュアル等を参考に見直すべきこと、普段の業務の中で見直すべき勤

務姿勢等が個々に見出す機会となりました。身にしみて自分自身を振り返る事ができた機

会となりました。 

西棟４階 講堂

11/1 付【10/2～11/1】

吉池 昭一 

   （救急ｾﾝﾀｰ） 

昭和大学 

   救急医学教室より 

兼坂 茂 

   （救急ｾﾝﾀｰ） 

昭和大学藤が丘病院 

   救命センターより 

【附属病院より】 

【他病院より】 

池田 宜昭 

   （消化器ｾﾝﾀｰ） 

東京医科大学 

   平成 12 年度卒 

馬場 麻衣子 

   （放射線科） 

昭和大学藤が丘病院 

     放射線科より 

藤が丘病院医療安全対策室

対策室長 鈴木龍太 先生


